
上下水道局内におけるＤＸの推進

Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) Ｒ８(2026)

局内におけるＤＸの推進を図ることにより、電子決裁化に
よるペーパレス化、ムーブレス化等に対応する新しい業務系
システムを構築する。

① 有線ＬＡＮから無線ＬＡＮへの切替
② テレワーク対応端末機への入替（ムーブレス化）
③ ＬＧＷＡＮ(総合行政ネットワーク)環境でのシステム構築
④ 企業会計システムの電子決裁化（ペーパレス化）
◆事業費 92,395千円（2023年～2029年度 債務負担行為）

【新しい働きかた】
（例）テレワーク(モバイルワーク)

〇端末機持参で会議等に参加
・会議資料（紙）の事前印刷配付が不要
・多くの資料持込が不要（ファイルサーバ活用）
・会議中の情報検索が可能（インターネット活用等）

〇テレワークと事務室ワークがシームレスに接続
・在宅や出先等 ⇒ 閉域モバイル回線接続
事務室 ⇒ 庁内Ｗｉ－Ｆｉ接続

〇業務系システムのＬＧＷＡＮ環境での運用
・1人複数台の端末の使用 ⇒ １人１台での運用
272台 ⇒ 180台（92台減）

・コスト削減
年額18,209千円 ⇒ 年額5,986千円（12,224千円減）
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効 果

① 無線LAN
機器設置

② 端末機器入替

③ ネットワーク環境構築

④ システム構築 運 用

運 用


